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               審   査   の   要   旨 
  
本論文の著者は、マラリア原虫のハマダラカ体内の増殖期であるオーシスト期の形態を解析
し、核の分裂様式が赤内期におけるシゾゴニーとは異なり、エンドポリジェニーに類似したも
のであることを示した。これは、サンプルの調製が困難であるためにこれまで試みられなかっ
た難題に挑戦し、世界で初めて成功することによって得た新知見であり、独創性の高い成果と
して高く評価できる。また、マラリア原虫のみならず、閉鎖型有糸分裂を行う真核生物の核制
御の多様な分子機構を解明するための端緒を与える成果でもあり、その生物学的意義は大きい。 
令和２年１月２８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
